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第
二
条

一
般
規
則
第
百
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
二
条

管
理
理
事
会
の
構
成
、
運
営
及
び
会
合

１

管
理
理
事
会
は
、
四
十
一
の
理
事
国
か
ら
成
る
も
の
と
し
、
理
事
国
は
、
大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
そ
の

職
務
を
行
う
。

２

大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
は
、
当
然
に
議
長
国
と
な
る
。
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
が
議
長
国
と
な
る
権

利
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
は
、
当
然
に
理
事
国
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
属
す

る
地
理
的
集
団
は
、
追
加
の
一
議
席
を
有
す
る
。
こ
の
追
加
の
一
議
席
に
つ
い
て
は
、
３
の
制
限
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
は
、
管
理
理
事
会
は
、
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
の
属
す
る
地
理
的
集
団
に
属
す
る
理
事
国

の
一
を
議
長
国
に
選
出
す
る
。

３

管
理
理
事
会
の
議
長
国
を
除
く
四
十
の
理
事
国
は
、
大
会
議
が
衡
平
な
地
理
的
配
分
に
基
づ
い
て
選
出
す
る
。

理
事
国
の
少
な
く
と
も
半
数
は
、
大
会
議
の
際
に
交
代
す
る
。
加
盟
国
は
、
理
事
国
と
し
て
連
続
し
て
三
回
の
大

会
議
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４

管
理
理
事
会
の
各
理
事
国
は
、
当
該
理
事
国
の
代
表
者
を
指
名
す
る
。
代
表
者
は
、
郵
便
の
分
野
に
お
け
る
権

限
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

管
理
理
事
会
の
理
事
国
の
職
務
は
、
無
報
酬
と
す
る
。
同
理
事
会
の
運
営
費
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。

６

管
理
理
事
会
は
、
次
の
権
限
を
有
す
る
。

6.1

大
会
議
の
決
定
を
考
慮
し
、
郵
便
の
問
題
に
関
す
る
政
府
の
政
策
に
つ
い
て
の
問
題
を
研
究
し
、
及
び
規
制

に
関
す
る
国
際
的
な
政
策
（
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
及
び
競
争
に
関
す
る
も
の
）
を
考
慮
し
つ
つ
、
大
会

議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
に
お
け
る
連
合
の
す
べ
て
の
活
動
を
監
督
す
る
こ
と
。

6.2

国
際
郵
便
業
務
の
質
を
維
持
し
、
及
び
向
上
さ
せ
、
並
び
に
当
該
業
務
を
近
代
化
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め

る
活
動
を
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
検
討
し
、
及
び
承
認
す
る
こ
と
。

6.3

国
際
的
な
技
術
協
力
の
分
野
に
お
い
て
、
郵
便
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
技
術
援
助
を
促
進
し
、調
整
し
、

及
び
監
督
す
る
こ
と
。

6.4

連
合
の
二
年
ご
と
の
計
画
及
び
予
算
並
び
に
年
次
会
計
報
告
を
審
査
し
、
及
び
承
認
す
る
こ
と
。

6.5

や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
第
百
二
十
八
条
３
か
ら
５
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
費
の
最
高
限
度
額
の
超

過
を
認
め
る
こ
と
。

6.6

連
合
の
財
政
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.21

大
会
議
、
郵
便
業
務
理
事
会
又
は
加
盟
国
の
請
求
に
応
じ
て
連
合
又
は
国
際
郵
便
業
務
に
関
係
の
あ
る
行
政

上
、
立
法
上
及
び
司
法
上
の
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
。
管
理
理
事
会
は
、
前
段
に
規
定
す
る
分
野
に
お
い
て
、

大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
に
お
い
て
加
盟
国
が
請
求
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
決
定
す
る
。

6.22

議
案
を
作
成
す
る
こ
と
。
当
該
議
案
は
、
大
会
議
に
対
し
、
又
は
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
加
盟
国

に
対
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
た
め
に
提
出
す
る
。

6.23

そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
大
会
議
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
規
則
を
定
め
、
又
は
新

た
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
関
す
る
郵
便
業
務
理
事
会
の
勧
告
を
承
認
す
る
こ
と
。

6.24

郵
便
業
務
理
事
会
の
作
成
す
る
年
次
報
告
書
及
び
適
当
な
場
合
に
は
同
理
事
会
の
提
出
す
る
議
案
を
検
討
す

る
こ
と
。

6.25

第
百
四
条
9.16
の
規
定
に
よ
り
郵
便
業
務
理
事
会
に
研
究
課
題
を
提
起
す
る
こ
と
。

6.26

第
百
一
条
4
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
次
回
の
大
会
議
の
開
催
さ
れ
る
加
盟
国
を
指
定
す
る
こ
と
。

6.27

適
当
な
時
期
に
、
か
つ
、
郵
便
業
務
理
事
会
と
協
議
の
上
、
大
会
議
の
活
動
の
遂
行
に
必
要
な
委
員
会
の
数

を
決
定
し
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
権
限
を
定
め
る
こ
と
。

6.7

予
備
基
金
の
管
理
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.8

特
別
基
金
の
管
理
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.9

特
別
活
動
基
金
の
管
理
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.10

任
意
基
金
の
管
理
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.11

国
際
事
務
局
の
活
動
を
監
督
す
る
こ
と
。

6.12

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
百
三
十
条
６
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
、
一
段
階
低
い
分
担
等
級
の
選
定
を

認
め
る
こ
と
。

6.13

加
盟
国
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
理
的
集
団
の
変
更
を
認
め
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関

係
す
る
地
理
的
集
団
を
構
成
す
る
加
盟
国
の
見
解
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

6.14

職
員
規
則
及
び
選
出
さ
れ
た
職
員
の
勤
務
条
件
を
定
め
る
こ
と
。

6.15

定
め
ら
れ
た
経
費
の
最
高
限
度
額
に
よ
る
制
約
を
考
慮
し
て
国
際
事
務
局
内
の
職
を
創
設
し
、
又
は
廃
止
す

る
こ
と
。

6.16

福
祉
基
金
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

6.17

国
際
事
務
局
が
連
合
の
活
動
及
び
財
務
運
営
に
関
し
て
作
成
す
る
二
年
ご
と
の
報
告
書
を
承
認
し
、
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

6.18

そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
加
盟
国
と
接
触
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

6.19

郵
便
業
務
理
事
会
と
協
議
の
上
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
権
利
が
な
い
機
関
と
接
触
す
る
こ
と
を
決
定
す

る
こ
と
、
連
合
と
他
の
国
際
機
関
と
の
関
係
に
関
す
る
国
際
事
務
局
の
報
告
書
を
審
査
し
、
及
び
承
認
す
る
こ

と
、
連
合
と
他
の
国
際
機
関
と
の
関
係
の
在
り
方
及
び
こ
の
関
係
に
つ
い
て
と
る
べ
き
措
置
に
関
し
て
適
当
と

認
め
る
決
定
を
行
う
こ
と
並
び
に
郵
便
業
務
理
事
会
及
び
国
際
事
務
局
長
と
協
議
の
上
、
大
会
議
及
び
そ
の
委

員
会
の
専
門
的
な
会
合
に
代
表
者
を
出
す
よ
う
招
請
さ
れ
る
べ
き
国
際
機
関
、
団
体
、
企
業
及
び
資
格
の
あ
る

者
（
大
会
議
及
び
そ
の
委
員
会
の
専
門
的
な
会
合
に
代
表
者
を
出
す
こ
と
が
連
合
又
は
大
会
議
の
活
動
の
利
益

の
た
め
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）を
適
当
な
時
期
に
指
定
し
、
必
要
な
招
請
状
の
送
付
を
国
際
事
務
局
長
に
行
わ

せ
る
こ
と
。

6.20

財
政
的
影
響
が
大
き
い
問
題
（
料
金
、
到
着
料
、
継
越
料
、
郵
便
物
の
航
空
運
送
の
基
本
料
金
率
及
び
外
国

に
お
け
る
通
常
郵
便
物
の
差
出
し
）
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
郵
便
業
務
理
事
会
が
考
慮
に
入
れ
る
原
則
を
必

要
に
応
じ
て
定
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
動
向
を
監
視
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
郵

便
業
務
理
事
会
の
議
案
の
当
該
原
則
と
の
適
合
性
を
審
査
し
、
及
び
承
認
す
る
こ
と
。
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